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【要約】 

 本書籍では子どもに対する危機を、学校の教育現場に着目してさまざまな視点から検証

している。佐賀のバスジャックや愛知の主婦殺害など続発する「少年犯罪」はどうして起

きたのだろうか。いつ自分子どもが凶悪事件の加害者になるとも限らないという不安。加

えて、いじめや不登校、学級崩壊等への心配も尽きない。これは子どもの危機のみならず

社会の危機であるといえる。これらの状況に対してどのように打開していくのか、教育現

場に長年携わってきた尾木直樹氏による現場の声を拾い集めた一冊。 

【感想】 

 子どもに対して型にはまった授業形態など（少し忘れ物をしたらすぐに連絡帳に記入し

てそのあと保護者に連絡）がいかに子どもたちのストレスにつながっているのかについて

これは喫緊の課題だなと思いました。それらの積み重ねが子どもたちの可能性を狭めてし

まうことにつながる。可能性がどんどん広がっていく場である学校現場が逆にどんどん狭

めてしまうことまで進んでしまいます。大人が考えた評価基準によって子どもの個性を一

つ一つ規定しまっていてはいつまでたっても足踏み状態で、むしろ子どもたちが大人の考

えた、範囲のなかでしか行動できなくなってしまい、成長が進みません。もっと子どもた

ちが主体的に考える環境づくりを考えていかなくてはいけないと思うようになりました。 

子どもの暴力の心理状態をうまくいいあらわしてエーリッヒ・フロムの言葉を最後に紹介

したいと思います。 

 

人間は周囲の状況によって完全に「受け身」の状態にされることには耐えがたいことを

指摘しています。「この世に自己の足跡を残し、変貌し変革しようという気持ちにかられ

ている」と指摘し、これが抑圧されるとその「代償」として「力の持った集団」に同一化

するか、逆に「破壊」的な行為に至る。これが暴力であり、「無力であることに対する生

の反逆」 

 

 

最後には、このような事態に対する授業制作を提言しており国内活動とのつながりもみえ

た 1 冊でした。 


